
お問い合わせ：神戸大学国際文化学研究推進インスティテュート（Promis）事務局
gicls-promis@research.kobe-u.ac.jp

神戸大学国際文化学研究推進インスティテュート主催

日 時： 2023年 6月30日（金）14:00~16:00

場 所：オンライン開催（Zoom）

申込み：専用フォーム https://bit.ly/20230630Kakenhi 

※上記URLより事前登録をお願い致します。

ご登録後、ミーティング参加情報に関するメールをお送り致します。

講 師：岩本和子（神戸大学国際文化学研究科教授）

梅屋潔（神戸大学国際文化学研究科教授）

林良子（神戸大学国際文化学研究科教授）
※当日ご参加が難しい方には、期間限定の録画視聴情報をお送り致します。

詳細は以下お問い合わせ先までご連絡ください。

内容紹介

このたび国際文化学研究推進インスティテュートは、若手研究者の外部資金獲得支援を目的
として、2023年度科学研究費助成事業申請書作成に関する要点やノウハウ、予算見積書のポ

イントなどを中心とした説明会を開催いたします。登壇者には、既に科研費を獲得されてい
るだけでなく，様々な経験を持っておられる先生方をお招きします。それぞれ、人文学領
域・史料調査系、人類学領域・フィールドワーク系、言語学領域・実験系に関するアドバイ
スを頂き、科研費申請書についての座談会を行う予定です。ご興味のある大学院生の皆さん
も歓迎ですので、ぜひご参加ください。

講師紹介

林良子（言語学領域・実験系）
言語系・実験系の研究者にとって外部資金獲得は非常に重要です。これまでの若手研究3課題、挑戦

的萌芽2課題、基盤B、基盤A各1課題の代表者としての経験、基盤S、A、B、Cの分担者としての経

験、また科研審査委員としての経験から何か皆さんのお役に立ちそうなことをお話しできればと思い

ます。

梅屋潔（人類学領域・フィールドワーク系）
日本学術振興会科学研究費委員会、特別研究員等審査会、国際事業委員会、卓越研究員候補者選考委
員会などの審査委員を勤めてきました。審査委員から見たコツのようなものは、多少はありそうで、
私も研究中です。どうせ出すなら採択されるよう、最善を尽くしましょう。

岩本和子（人文学領域・史料調査系）
主にベルギーのフランス語言語芸術を研究しています。科研費はあまり必要ないのではと思われがち
な人文学・資料調査系領域について、いかに資金が必要か、またそれをどうアピールするかなど、審
査経験も踏まえつつ私自身の外部資金獲得経験についてお話してみたいと思います。

2023年度科研費申請書説明会


